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私たちの脳の構造基盤である神経ネットワークは、DNA に刻まれた遺伝情報に基づき胎児期に作り上げられます。

しかし、出生直後の神経ネットワークは断線や混線を多数含んでおり、脳はその機能を十分に発揮することがで

きません。出生後の発達段階において、様々な情報が外界から脳に入ると、それに応じて必要な回路の強化と不

要な回路の切断・除去が起こることにより、機能的な情報処理回路へと成熟します。近年の研究から、ヒト発達

期における不要神経回路の除去不全が自閉症など発達障害の一因となることが示唆されています。私たちは、シ

ョウジョウバエとマウスの脳神経回路を解析モデルとして、脳の神経回路が機能的に再編される仕組みに着目し

て研究を行なっています。とくに、ニューロンが、不要なシナプス・神経突起を選択的に除去する仕組みや、新

たなシナプスや神経突起を再構築するメカニズムに着目して研究を行なっています。 

 

さらに近年では、脳が行動の柔軟性や適応性を生み出す神経メカニズムに興味を持って研究を進めています。摂

食、逃走、交尾などの本能行動は、動物が生まれながらに持つ行動レパートリーであり、脳神経回路の厳密な制

御を受けています。近年、私たちや他グループの研究から、本能行動は決して固定化された単一の行動レパート

リーではなく、ストレス、空腹、情動（恐怖、不安）、サーカディアンリズムなどの内的・動機的状態に強く影

響を受ける可変的かつ多様な行動レパートリーであること、さらには、内的・動機的状態の変動により、本能行

動に関連する脳神経回路の活動が、分子・ニューロン・回路など様々なレベルで制御を受けることが分かってき

ました。私たちは、このような行動の柔軟性や適応性を生み出す脳の仕組みについて、分子・ニューロン・回路

など多階層において統合的に理解したいと考えています。 
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